
様式第2号の8（第8条の4の5関係）

年 6 月 30 日
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氏　名
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当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本工業規格　Ａ列４番）

代表取締役　敦賀　時代

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

011-511-8811

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 板谷土建株式会社

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

2025

札幌市中央区南16条西8丁目2番20号

板谷土建株式会社

② 事 業 の 規 模 ２，７００(百万円)

③ 従 業 員 数 ６３人

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

産業廃棄物処理業者（収集運搬業者、処分業者）に契約、委託する。

事 業 場 の 所 在 地 札幌市中央区南16条西8丁目2番20号

計 画 期 間 2025 2026

① 事 業 の 種 類 総合工事業



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　 年度）実績】 別紙-３のとおり

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 別紙-３のとおり

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

①現状

2024

産 業 廃 棄 物 の 種 類

排 出 量

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　・新規入場者、朝礼等で全作業員に分別収集を周知し徹底させる。
　・収納、収集容器は、分別する種類毎に品目を明示し設置する。
　・処理困難物(液体等の残り)は、持ち込み会社が残材料を引き取るか
　　中間処理施設で処理を行う。
　・現場内での保管は短期間とし、法令で定められた保管基準に従う。
　・廃棄物を搬出する際は、収集運搬業者と十分な打ち合わせを行う。

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

　・現状での取り組みを継続する。

　・工法の改善等による、発生量の抑制。
　・分別の徹底による、中間処理施設、再資源化施設への搬入。
　・工事関係者に対する、教育、啓豪による周知徹底。
　・混合廃棄物削減のための検討、作業所毎の目標値設定。

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

排 出 量

  ・現状での取り組みを継続する。



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（第３面）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　 年度）実績】 別紙-３のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（第４面）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

①現状

2024

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量



【目標】 別紙-３のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

（第５面）

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

※事務処理欄

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量



（第６面）
備考



産業廃棄物処理計画書（札幌市）

0.000

0

0.000

0.00

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量(単位t)

認定熱回収業者への
処理委託量(単位t)

再生利用業者への
処理委託量(単位t)

0.000 0.000 0.000 0.000 0.0000.000 0.000

優良認定処理業者
への処理委託量(単位t)

5.000 0.000 0.000 4.0000.000 3.000 10.000 40.000 0.000 30.000全処理委託量(単位t) 50.000 500.000 50.000 20.000 50.000 30.000 50.000

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量(単位t)

自ら中間処理により減量
した産業廃棄物の量(単位t)

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量(単位t)

0.00 0.00

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量(単位t)

4.000 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0040.000 0.000 30.000 5.000 0.000 0.00050.000 30.000 50.000 0.000 3.000 10.000

0.000 0.000 0.000 0.000

本
年
度
の
目
標

搬出量(単位t) 50.000 500.000 50.000 20.000

0.000 0.135 5.080 0.000 0.000 0.0004.820 18.440 46.365 0.000
搬出量(単位t)

【前年度(2024年度)実績】
71.484 522.106 80.956 34.860 67.095 64.410 70.044 1.378

建設汚
泥

紙くず 木くず

別紙-3

36.720 8.477

0不凍液
ばいじん
(ダイオキ
シン含む)

安定器 0 0 0
繊維く
ず

廃石膏
ボード

非飛散
性アス
ベスト

廃石綿 蛍光灯 廃油
コンク
リート
がら

アスコ
ンがら

その他
がれき
類

ガラ
ス・陶
磁器く
ず

廃プラ
スチッ
ク類

金属く
ず

混合廃
棄物(管
理型)

混合廃
棄物(安
定型)


